社会福祉調査Ｂ
（Social research B）
	担当教員名　　塚本利幸

	科目区分　
共通関連科目　選択
	対象学年　２　　　
	開講期　後期
	単位数　２　　

	オフィスアワー
	火曜３限（Ｎ５５３）

	メールアドレス
	tukamoto@fpu.ac.jp

	授業概要

（3行程度）
	授業の中で、実際に、福井県立大学の在学生を対象としたアンケート調査を実施する。

それを通して、社会調査の実施方法を体験的に学習する。データの入力や分析の方法についてもＰＣを使って具体的に学習する。

	授業目標

（4行程度)
	自分たちで調査仮説を構成し、それを盛り込んだ調査票を作成する。実際にアンケート調査を実施し、データを集め、統計的な手法を用いてその仮説を検証し、調査結果をレポートにまとめる。以上の過程を通して社会調査を実施するための基本的な知識と能力を身につけることを目指す。

	授業計画・内容

	1． 仮説検証型の社会調査とは？

2． 調査テーマの決定

3． 仮説の構成と分析手法１（クロス集計とカイ２乗検定）

4． 仮説の検証と分析手法２（相関係数）

5． 仮説の検証と分析手法３（平均値の差の検定）

6． 調査票の作成１（ＫＪ法の実施）

7． 調査票の作成２（ワーディングにおける留意点）

8． 調査票の作成３（回答選択肢の作成における留意点）

9． 調査票の完成と最終確認

10.入力フォーマットの作成

11.データの入力

12.単純集計とグラフの作成

13.仮説の検証１（クロス集計とカイ２乗検定）

14.仮説の検証２（相関係数／平均値の差の検定）

15.レポート（調査報告）のまとめ方

	キーワード
	アンケート調査の実施、仮説の構成と分析、ＰＣを用いたデータ分析

	教科書
	指定しない。

適宜プリントを配布し、それに従って授業をおこなう。

	参考書
	社会調査へのアプローチ―論理と方法、大谷信介他、ミネルヴァ書房、2005
社会調査法入門、盛山和夫、有斐閣、2004

	評価方法

・評価基準
	授業への参加態度（発言や課題の提出）30％、学期末のレポート試験70％で評価する。なお、レポート試験に関しては、調査仮説が明瞭な形で提示されており、それが適切な手法で、正しく検証されているかどうかで評価する。

	関連科目
	社会福祉調査Ａ

	履修要件
	社会福祉調査Ａを履修していることが望ましい。

（社会福祉調査Ｂだけを履修することも可能）

	その他


	卒業研究などで、アンケート調査の実施を考えている人には、特に、この科目の履修をお勧めします。


